
詳しくは、WEBをご覧ください。
http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/siminsanka/014odatiikisinko/index.html

ホームページ

P2.

消防団インタビュー
（常光寺分団）

フェイスブックインスタグラム

フォロー
よろしくね♪
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P3. P4.

おだのまなびヤ！2020
を開催します！
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～ページ案内～

※この活動は、有志の⽅からのご寄付
とボランティアで成り⽴っています

【 発 行 元 】 小 田 地 域 課

尼崎市長洲中通１丁目６番１０号

TEL ０６・６４８８・５４４１

FAX ０６・６４８８・５４５９

地域情報紙
「潮江いっぽ二歩」
創刊第２００号
記念インタビュー

小田南生涯学習プラザの音楽室で
バンド練習ができるようになりました！

午前
9:00～12:00

午後
13:00～17:00

夜間
18:00～21:00

2,600円 3,400円 5,200円

室内は81㎡と広々設計！！
（コロナ禍でも安心！）

（管楽器バンド等の多人数にも対応）

※一定の要件を満たし、生涯学習プラザグ
ループとして登録いただくと、この金額が
半額になります。
詳しくは小田南生涯学習プラザ
06-6488-2574までお問合せください。

設置機材

マイク５本

ギターアンプ２台

ベースアンプ

ドラムセット

キーボード

アップライトピアノ

ギタースタンド３台

譜面台４台
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消
防
団
入
団
の

き
っ
か
け最

近
で
は
、
火
災
件
数
が

減
り
、
出
動
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
私
が
２
０
代
の

頃
は
火
災
が
よ
く
発
生
し
て

い
ま
し
た
。
近
く
で
火
災
を

見
て
き
た
の
で
、
消
防
に
と

て
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
友
人
が
消
防
団

に
入
団
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
志
願
し
ま
し
た
。
父
親

か
ら
引
継
ぎ
、
約
５
０
年
所

属
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
孫

も
入
団
し
、
父
親
か
ら
４
代

福
井
分
団
長･･･

（
以
下
略
）

消
防
団
の
活
動
内
容

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動

は
、
約
４
０
年
前
に
起
き
た
長
栄
市
場

の
火
災
で
す
。
夜
間
に
発
生
し
た
火
災

を
地
域
一
丸
と
な
っ
て
消
火
し
ま
し
た
。

夜
通
し
行
っ
た
消
火
活
動
の
合
間
に
出

さ
れ
た
お
に
ぎ
り
は
、
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
他
地
区
の
消
防
団
の
方

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で

大
き
な
被
害
も
な
く
無
事
消
火
で
き
ま

し
た
。地

域
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と

尼崎市消防団インタビュー

常光寺分団 福井分団長

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
：
杭
瀬
分
団
）

た
く
さ
ん
の
方
に
消
防
団
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
入
団
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
私
が
入
団
し
て
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
人
と
の
つ
な

が
り
が
持
て
た
こ
と
で
す
。
仕
事
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

時
に
、
消
防
団
の
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
防
団
の
活
動
は

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
困
っ
た

時
に
助
け
合
え
る
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
に
出
会
え
ま
す
。

～ 2018年～
かっこいい制服姿で集合写真

～
主
な
活
動
～

①
消
防
活
動

②
広
報
活
動

③
防
火
指
導

④
器
具
点
検

⑤
月
１
回
の
定
例
会

⑥
消
防
訓
練

etc…

火
災
現
場
で
は
、
消
防
局
が
最
前
線
で

消
火
活
動
を
行
い
、
消
防
団
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
徹
し
て
い
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動

続
け
て
地
域
防
災
を
見
守
り
続
け
て
い
ま

す
。
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潮江連協
潮江いっぽ二歩編集責任者

大槻 洋生 さん

〇 潮江いっぽ二歩って？
潮江いっぽ二歩とは、潮江社会福祉連絡協議会のみなさんが潮江地域周辺での

活動やニュースを取り上げ、地域住民に配布することで、潮江のことをもっと知って
もらい、もっと愛してもらえるようにと、平成１６年の４月から毎月２０日に休まず発
行している地域情報紙です。
今回は、編集責任者である、潮江社会福祉連絡協議会（潮江連協）の大槻さんにイン
タビューしました！

地 域 情報 紙

潮江いっぽ二歩が創刊第２００号に！

地域情報紙をはじめた
きっかけは？
潮江いっぽ二歩を始める前に、個人的に地域
のために紙面を作成している方がおられました。
その方が紙面を作成することが難しくなった時
に、その意志を継がなければと思い、平成１６
年の４月から発行を始めました。
潮江いっぽ二歩という名前は、当時、公募に
より決定し、地域の方々に愛される地域情報紙
として毎月発行し、この度、200号を迎えるこ
とができました。

毎月のネタや編集で意
識していることは？

潮江いっぽ二歩の編集メンバー
などからの意見で内容を決めてい
ます。
主な記事は、潮江連協の活動内
容の報告で、意識していることは、
個人的な考えなどが反映されない
ようにすることです。
記事を見て、読者の方にも活動
に参加してみたいと思ってもらえ
ればという願いを込めて編集して
います。
読者の方から感想や励ましの言
葉をいただいた時はとても嬉しい
気持ちになります。

企画、編集、校正、印刷、配布のすべてを
編集メンバーで行い、毎月２０日に発行して
きました。毎号毎号、一生懸命作ってきた
「潮江いっぽ二歩」も気が付けば200号を迎
えることができました。これまで本紙を愛読
してくださっている地域のみなさんと、編集
に携わってきたメンバーには感謝の気持ちで
いっぱいです。
潮江いっぽ二歩は地域のみんなでつくる、

みんなのための地域情報紙です。
これからも引き続きご愛読いただきますと

ともに、ご意見等ございましたらお気軽にお
問合せください。

創刊200号を迎える感想と
読者の方々へ
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